
第570回大会レポート　　　　　　　　平成25年6月15日(土)

【会場】由良町三尾川　山口渡船　　　　　天候　曇り-時雨　　秋山

今大会は､大会一週間前に発生した台風の影響も考え翌日並びに影響の少ない日本海側に

変更する旨を参加予定の方々に連絡(締切日前の為)｡毎日天気予報と呪めっこ状態です｡

例年だと台湾の方に行ったり日本の遥か南を東進に行くと予報士が言ってました･･･｡

当初は和歌山県付近に接近､上陸の予報が段々と三重県､東海方面に行く予報に｡

締め切り後に予定通りに開催しますと参加決定者の方々に連絡を取ります｡

金物さんと一緒に一路三尾川に向けて出発､途中紀の国屋でチヌさんの餌(フルコース?)

を調達､後は私達の食事を調達して山口渡船に到着｡仮眠所で倣眠して居ると松元氏達も

到着｡それぞれの荷物を降ろしてから運命?の抽選｡出船迄皆さんと釣り談議｡前回好調

の藤坂氏に匠チヌだったらハリスを切って』と冗談を;･･.

松元会長代行か1番､田辺氏が2番(金物氏が3番､私が4番､ -藤坂氏瀞5番､`西山氏が

6番になり2番船にて出船して各筏に乗り､釣り開始｡ボケで落としますがチョンで合わ

すと河豚､しばらくボケを使用しますが-0

団子を用意してオキアミを使用してみますが､チ3-ンで合わして見ても赤ちゃんの真鯛-｡

暫くして後方の松元氏から声がかかり見てみると田辺氏が取り込み中｡海面迄来ると

K年無しの赤司　と言う事でした. 8時20分頃に金物氏が取り込み中､上がって着たのは

紛れも無くチヌさん｡絶対に近くに未だチヌさんは居るはずと気合が入ります｡

潮が筏下に変わってチャンス到来??チョンで合わしても中々ハリ掛りしない､押さえ込

むアタリで合わしても-｡辛抱強く打ち返しているとチヌ当りを捉え巻き上げ中にハリ外

れ(泣)｡即効に打ち返し先ほどのチヌさんを狙いますが｡

段々と風も出てきて当りも獲りにくい状態が出ます｡がハリ掛りしないまま終了｡

今回は非常に食いが渋い中､金物さんのチヌ1枚で何とか大会成立しました｡

陸上がりして荷物を車に積んでから本降り　匠久しぶり』の雨が降り出し､本当にラッキー

でした｡

早くチヌを釣ってレポートを書きたいなあと｡

参加者　松元会長代行､金物氏､藤坂氏､田辺氏､西山氏､秋山　　計6名

長寸優勝　　金物氏　33cm

他魚　田辺氏　　真鯛　55cm

その他　真鯛､マゴチ､カワハギ等


